
※
学
習
言
語
と
は

　

外
国
籍
や
帰
国
し
た
日
本
人
の
児

童
・
生
徒
が
、
授
業
内
容
の
理
解
や

発
表
活
動
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
言
語
力
の
こ
と
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
全
面

禁
止
に
で
き
な
い
か
。

　

②
私
用
電
話
等
は
就
業
規
則
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
職
員
は
自
律
性
の
も
と
社

会
通
念
上
最
小
限
の
範
囲
で
喫
煙
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
全
面

禁
止
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
服
務
規
程
で
は
職
員
は
勤
務
時

間
中
み
だ
り
に
執
務
の
場
所
を
離
れ

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ト
イ
レ
や
水
分
補
給
、
緊
急
の
電
話

等
は
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
考

え
る
。
職
員
が
全
力
で
職
務
を
遂
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然

の
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

①
手
紙

が
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
た
事
例

は
あ
る
か
。

　

②
公
開
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　

③
条
件
を
つ
け
公
開
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
緑
川
通
り
の
歩
道
整
備
、

回
田
本
通
り
の
道
路
補
修
工
事
、
市

内
全
保
育
園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
な
ど
が
あ
る
。

　

②
一
般
的
に
は
発
信
者
個
人
に
関

す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
公
開

は
な
じ
ま
な
い
。

　

③
個
人
、
団
体
等
が
特
定
で
き
な

い
内
容
で
あ
れ
ば
質
問
と
回
答
の
要

約
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
他
市
の
掲
載
方

法
等
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

4平成２２年（２０１０年）１０月３１日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り

は
否
定
で
き
な
い
。
今
後
、
前
期
基

本
計
画
の
後
半
の
財
政
推
計
を
行
い

着
実
な
計
画
進
行
に
努
め
る
。

　

③
プ
ラ
ン
は
平
成
19
年
度
か
ら
の

４
年
間
を
対
象
と
し
て
お
り
、
19
年

度
決
算
で
１
億
８
千
5
百
万
円
、
20

年
度
決
算
で
１
億
4
百
万
円
の
効
果
が

あ
っ
た
。
21
年
度
予
算
で
は
７
千
百

万
円
、
22
年
度
予
算
で
は
３
億
７
千

7
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
子
ど

も
手
当
及
び
支
給
上
の
問
題
点
は
。

　

②
消
費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

①
手
当
に
関
す
る
法
律
は
本

年
度
に
限
定
し
た
時
限
立
法
で
、
来

年
度
以
降
の
制
度
や
財
源
も
含
め
見

通
し
が
不
透
明
で
あ
る
。
制
度
の
見

直
し
が
さ
れ
た
場
合
、
時
期
に
よ
っ

て
は
支
給
事
務
や
周
知
方
法
等
の
対

応
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

②
安
定
収
入
の
一
つ
の
方
策
と
考

え
る
が
市
民
生
活
へ
の
影
響
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
引
き
上
げ
だ
け
を
と

ら
え
て
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
投
票

す
る
意
思
は
あ
る
が
投
票
所
に
行
け

な
い
市
民
か
ら
相
談
は
あ
る
か
。

　

②
今
後
高
齢
化
が
進
む
が
、
選
挙

に
参
加
す
る
機
会
の
保
障
の
た
め
に

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
自

宅
や
自
分
の
投
票
区
を
越
え
た
隣
接

直
近
の
投
票
所
で
投
票
し
た
い
、
自

宅
近
く
の
学
校
に
投
票
所
を
開
設
し

て
ほ
し
い
等
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　

②
投
票
所
の
増
設
は
大
変
難
し
い

が
、
高
齢
者
等
の
投
票
機
会
の
確
保

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
農
地
、

農
家
の
減
少
対
策
と
今
後
は
。

　

②
市
民
参
加
型
体
験
農
園
の
今
後

の
見
通
し
は
。

市
長　

①
農
地
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
は
強
い
経
営
体
と
販
路
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
、
市
で
は
認
定

農
業
者
の
育
成
や
支
援
と
と
も
に
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
や
多
様

な
販
路
を
確
保
し
、
農
業
所
得
増
大

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

②
利
用
者
は
年
々
増
加
し
、
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
農
に
触
れ
た
い

市
民
が
担
い
手
と
な
る
た
め
、
大
変

有
効
な
経
営
方
策
と
考
え
て
お
り
、

都
市
型
農
業
経
営
の
一
つ
と
し
て
推

進
し
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
観
光

集
客
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
市
民

か
ら
徴
収
し
て
い
る
用
水
路
占
用
料

と
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
は
。

　

②
用
水
路
に
お
け
る
公
図
と
現
況

と
の
差
異
と
管
理
指
導
は
。

　

③
歴
史
的
用
水
で
あ
る
天
井
川
の

保
存
と
周
知
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
都
の
基
準
に
沿
っ
て
占
用

料
を
徴
収
し
、
市
独
自
の
減
免
基
準

も
制
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ

ル
は
な
い
。

　

②
多
数
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
箇
所
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

土
地
交
換
等
で
解
消
に
努
め
て
い
る
。

　

③
天
井
川
を
含
め
多
く
の
用
水
路

を
保
存
し
て
い
く
考
え
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
に
努
め
た
い
。

　

②
ま
ち
の
駅
へ
の
見
解
は
。

市
長　

①
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
観
光
案

内
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
等
の
作
成
、
丸
ポ

ス
ト
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
農
業

の
取
り
組
み
で
は
観
光
農
園
が
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

等
で
農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

本
年
秋
に
公
開
予
定
の
キ
ッ
ズ
ペ
ー

ジ
で
は
、
ぶ
る
べ
ー
が
見
ど
こ
ろ
を

案
内
す
る
等
の
企
画
を
す
る
。

　

②
ま
ち
の
駅
を
つ
く
る
こ
と
で
市

民
の
消
費
意
欲
を
高
め
、
産
業
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
年
７
月
か
ら
小
平
ふ
る
さ
と
村
の

観
光
案
内
所
で
小
平
の
特
産
品
の
販

売
を
始
め
た
。
今
後
は
販
売
状
況
等

を
検
証
し
充
実
を
図
る
。

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
業

務
委
託
等
に
お
い
て
事
業
の
質
を
担

保
す
る
た
め
、
選
定
・
評
価
の
中
で

雇
用
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
。

　

②
協
働
事
業
の
契
約
に
つ
い
て
現

時
点
で
の
課
題
は
何
か
。

市
長　

①
業
務
委
託
で
は
特
に
行
っ

て
い
な
い
が
、
指
定
管
理
者
制
度
で

は
事
業
者
側
の
組
織
や
人
員
体
制
等

の
見
極
め
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
発
注
側
の
権
限
が
強
く
な
る
こ

と
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
行
政
と
の
契
約

に
依
存
し
が
ち
に
な
り
対
等
な
関
係

が
維
持
で
き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
っ

た
。
平
成
20
年
に
策
定
し
た
協
働
の

推
進
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
今

後
も
協
働
事
業
が
よ
り
適
正
と
な
る

契
約
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
平
成

22
年
度
の
改
善
点
は
。

　

②
実
施
し
て
職
員
や
自
治
体
の
意

識
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

　

③
外
部
評
価
と
第
三
者
機
関
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
の
検
討
は
。

市
長　

①
仕
分
け
区
分
や
事
業
仕
分

け
調
書
の
構
成
等
の
一
部
改
善
と
変

更
を
行
っ
た
。

行
政
一
般

産
業
振
興

地
域
社
会
を
よ
り
良
く
す
る

公
契
約
の
あ
り
方
と
は

事
業
仕
分
け
は
現
場
の

視
点
を
も
っ
て
進
め
る
べ
き

平
和
と
核
兵
器
廃
絶
の

施

策

に

つ

い

て

民
主
党
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

市
政
に
及
ぼ
す
影
響
等
に
つ
い
て

市
民
が
選
挙
に
参
加
す
る
機
会
を
保
障

す
る
た
め
今
何
を
考
え
る
べ
き
か

小
平
市
は
普
通
交
付
税
交
付
団
体

と
な
り
財
政
危
機
に
な
る
の
か

体
験
農
園
み
の
り
村

　
　
　
　
　
（
上
水
本
町
一
丁
目
）

▲

一般質問
市政を問う
一般質問一般質問

市政を問う （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（共産）＝日本共産党小平市議団
（市自）＝市民自治こだいら

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、22人の議員からの質問のうち、
1人3件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

一般質問

　

②
個
々
の
職
員
が
事
業
の
必
要
性

や
あ
り
方
を
考
え
直
す
意
識
が
芽
生

え
、
市
全
体
に
も
そ
の
意
識
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
。

　

③
第
２
次
検
討
と
し
て
外
部
委
員

で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
で
仕
分
け
を

行
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
れ
が
外
部

評
価
と
考
え
る
。

佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
と
評
価
は
。

　

②
今
年
度
及
び
来
年
度
以
降
考
え

て
い
る
事
業
は
。

市
長　

①
戦
没
者
追
悼
式
、
平
和
祈

念
の
黙
禱
の
呼
び
か
け
と
Ｐ
Ｒ
、
非

核
平
和
都
市
宣
言
の
懸
垂
幕
掲
示
、

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
等
の
貸
し
出
し
、

夕
涼
み
映
画
会
等
を
行
い
、
平
和
の

実
現
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

教
育
長　

②
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、

生
命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
若

い
世
代
に
も
考
え
て
も
ら
う
と
い
う

テ
ー
マ
で
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
示
と

体
験
談
事
業
を
行
っ
た
。
将
来
的
に

は
小
・
中
学
生
の
広
島
派
遣
事
業
を

検
討
し
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
新

規
事
業
な
ど
を
縮
小
す
る
の
か
。

　

②
第
３
次
長
期
総
合
計
画
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

　

③
小
平
市
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン

が
生
む
財
政
効
果
と
進
捗
状
況
は
。

市
長　

①
直
ち
に
縮
小
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

②
財
政
基
盤
に
不
安
定
な
要
因
が

増
し
た
こ
と
で
影
響
が
出
る
可
能
性

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
も
課
題
の

一
つ
と
と
ら
え
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
上

水
本
町
一
丁
目
、
御
幸
町
、
鈴
木
町

一
丁
目
の
市
民
か
ら
投
票
所
が
遠
い

と
の
声
が
あ
る
が
所
見
は
。

　

②
投
票
所
が
遠
い
地
域
は
投
票
日

だ
け
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

等
を
運
行
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
一

番
遠
い
御
幸
町
地
区
で
も
総
務
省
等

が
示
す
投
票
所
か
ら
選
挙
人
の
住
所

ま
で
の
道
の
り
が
２
㌔
メ
ー
ト
ル
以

内
と
い
う
投
票
所
の
設
置
基
準
に
お

さ
ま
る
。
今
後
こ
れ
ら
の
地
区
を
含

め
、
隣
接
投
票
区
等
で
人
口
増
が
あ

る
場
合
は
投
票
区
の
見
直
し
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

②
国
か
ら
許
可
さ
れ
た
以
外
の
運

行
は
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
外
国

人
市
民
が
市
役
所
に
手
続
き
等
で
訪

れ
た
際
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　

②
学
習
言
語
の
習
得
が
難
し
い
外

国
籍
の
子
ど
も
の
中
学
卒
業
後
の
進

路
把
握
と
支
援
の
あ
り
方
は
。

市
長　

①
基
本
的
に
は
職
員
が
簡
単

な
英
語
や
筆
談
、
外
国
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
対
応
し
て
い
る
。

状
況
に
よ
っ
て
は
国
際
交
流
協
会
登

録
通
訳
者
の
派
遣
も
可
能
で
あ
る
。

教
育
長　

②
言
語
習
得
の
観
点
か
ら

の
進
路
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
帰

国
児
童
・
生
徒
教
室
の
利
用
や
日
本

語
指
導
員
の
派
遣
等
、
日
本
の
言
葉

や
習
慣
の
学
習
環
境
を
整
備
し
て
い

る
。
言
語
指
導
は
引
き
続
き
研
究
し

て
い
く
。

公 園

用 水

小
平
市
の
都
市
農
業
の

今
後
の
あ
り
方
と
育
成
に
つ
い
て

用
水
路
の
活
用
と
保
全
、

維
持
管
理
等
の
状
況
に
つ
い
て

観

光

立

市
・
小

平

の

実

現

の

た

め

に

勤
務
時
間
は
喫
煙
全
面
禁
止

に

で

き

な

い

か

市
長
へ
の
手
紙
の
内
容
と

市
の
対
応
を
公
開
で
き
な
い
か

も
っ
と

行

き

や

す

い

場

所

に

投

票

所

を

草
の
根
の
多
文
化
共
生

の

取

り

組

み

を

※

市民いきいき協働事業の説明会

も
く
と
う


